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自治体情報施 策 事 例 健康福祉関連施策7

施策の概要

施策事例７　健康福祉関連施策

12,116,950 千円

佐賀県 武雄市 こども部食育課

0954-23-9217

http://www.city.takeo.lg.jp/

平成 20 年度から平成 22 年度まで

参考とした施策

関 係 施 策 分 類

事 業 期 間

ホ ー ム ペ ー ジ

電 話

担 当 課

標 準 財 政 規 模

人 口 51,498 人

① , ⑩

1 	取り組みに至る背景
小学生の保護者を対象にした生活習慣病実態

調査（H18）では、食生活に関して 5 割以上の方
が悩みを抱え、また、乳幼児健康診査等では乳
幼児の食事に悩む保護者が多い。

子供達の心と体の健康に「食」はとても大切
なものである。近年は、栄養の偏りや不規則な
食事などの問題があり、子供と保護者へ地域の
人・団体が適切な支援をすることが必要である。

2 	事業内容（目的・目標・方策）
子育てにおいて食の知識や健康的な食事を選

択する力は重要であり、子供と保護者が食に関
する知識を習得し、望ましい食生活習慣の定着
のためには、様々な体験活動を重ねることが必
要である。
「食」を中心とした活動を通して子育て支援に

取り組む団体（福祉教育・保健医療・農業分野
の団体や飲食店など）と行政が地域の子育てを
めぐる課題の共通認識を築き、相互の働きかけ
により、より効果的な事業・活動を作り上げて
いき、子供達が心身ともに健やかに育つ環境づ
くりを目的として進めていった。

○協働推進セミナー　6 回
○食育体験プログラム　研究・開発及びモデル事業実施

（※　資料 1 参照）

3 	施策の開始前に想定した事業効果
本事業実施により子供の食について保護者の関心が高まり、保護者自身の食生活の振り返りによる改

善や家庭での教育力の向上へと繋げることができる。さらに家族で食事作りなどをすることで親子の触
れ合いを増やし、児童の健全育成に多大に寄与することができる。

五感を使った食育
体験プログラム
推進事業
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予算関連データ

施策事例７　健康福祉関連施策

7

平成 20 年度額
①～⑤の計

財源内訳（財源区分 : ①～⑤）
①国費 ②県費 ③起債 ④その他 ⑤一般財源

2,158 千円 2,000 千円 0 千円 0 千円 101 千円 57 千円

①
～
④
の
名
称
・
所
管
等

名　称
児童環境づくり基盤整備
事業費補助金（児童育成
事業推進等対策事業費）

所　管
厚生労働省　雇用均

等・児童家庭局　育成
環境課　子育て支援係

金　額 2,000 千円

補助率 定額

武雄市

また、事業を推進する行政と地域団体は、子育て時期における食生活習慣（栄養バランスや食事
のしつけ）の課題について共通認識が持て、より効果的な事業・活動を作り上げることができる。

4 	導入にあたり工夫・苦労した点、課題、対処法など
より多くの子供や保護者が食生活の大切さや望ましい食生活習慣について理解を深めるために、

親子を対象にした、野菜づくり体験（教育ファーム）や料理教室、楽しい食卓の絵の募集や食育の
日の啓発チラシの配布など多様な食育体験プログラムを展開した。

また、行政と各種団体等との協働について、食育に関心が高い団体や子育てを支援する団体が、
議論を重ね課題を共有するだけでなく、自分たちのノウハ
ウを持ち寄り、自ら汗をかき、協働で食育体験プログラム
を企画・運営した。プログラムの運営に際しては参加者ア
ンケートなどから効果を検証し、プログラムについて継続
的に改善を図った。

5 	現在の成果・実績、今後の展開など
子供の食について、正しい知識の習得や食生活習慣の改

善が図られつつある。また、家庭で食卓を囲むことや親子
で料理をすることなどが大切だと感じる保護者が増えてい
る。プログラム体験者は、地域や様々な団体と交流し、親
子で同じ体験をしたことで絆が深まり、心豊かな人間性を
育んでいる。

協働推進セミナーをきっかけに、各種団体に協働の意識
が高まり、回を重ねるごとに課題認識や目的意識を共有化
することができ、行政と連携しながら食育体験プログラム
を企画運営している。また、参加者アンケートなどから効
果を検証し、継続的な改善を図っている。結果として、創意工夫に富み充実した内容へと進化し、
より効果的な事業となっている。
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